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1.はじめに










ウグス トゥス｣の右腕 と言われた ｢マエケナス｣(Maecenas)が芸術や文化を手厚 く擁
護したことから,その名をとって ｢芸術文化を擁護,支援すること｣をメセナと言うよ
うになった｡




最後の研究 と位置づけていたので,研究を続けるべ く多 くの方々に寄付を仰いだ｡はば
200万円の研究資金が確保できたので,予定通 り研究を始めることが出来た｡この場を借
りて寄付して頂いた方々に深 く感謝申し上げる｡
226 経 営 と 経 済
(3)｢企業メセナ｣と ｢企業管理｣との関連については,拙著 『環境管理の成立』千倉書房,
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(7)本美術館は (秩)日本設計 隈研吾氏 の設計になるもので平成17年 4月に開館し,館全
体をガラス張りとしたユニークな建物である｡今回,｢須磨コレクション｣の展示や調査
研究活動等について,スペイン政府他により組織する団体 ｢カーサ アシア｣よりスペイ
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な<'さめ はげま し 長崎の
あ ゝ 焚崎の蛾が鳴る




なぐさめ rj:げま し 長崎の
あ ゝ 長崎の鏑が鳴 る
4 こころの罪を うちあけて
文王け行 く夜 の 月すみめ
踏 しき家の 棟にも
気高 く白き マ リア樺












232 経 営 と 経 済
(8)旧上海香港銀行長崎支店跡記念館とは,その名称から推測できるように長崎が明治以来
中国貿易の拠点であったことから設置された同銀行支店跡の建物である｡建設以来長い
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プログラム :子犬のワルツ (ショパン),主よ人の望みの喜びよ (バッハ),
エリーゼのために (ベートーベン),エチュー ド;牧童 ･黒








































主 催 :長崎大学医学部 ･歯学部付属病院,協賛 :財団法人 輔仁会｡
日 時 :9月 9日 (土),ll:00-ll:300
会 場 :大学病院本館外来ロビー｡
聴 衆 :入院患者約90名,職員10名,計約100名｡



































































主 催 :長崎大学経済学部 ｢企業メセナ研究会｣,共催 :長崎県美術
館｡
日 時 :9月9日 (土),15:30-16:000
会 場 :長崎県美術館エントランス ･ロビー｡
聴 衆 :着席者約60名,立見者約40名,合計約100名｡
プログラム :エチュード;牧童 ･黒鍵 (ショパン),ノクターン (ショパ









































属性 ･居住地 :大室さんの知人が多 く来られていたためだろうと思わ



















日 時 :9月10日 (日),18:30-20:300
会 場 :旧上海香港銀行長崎支店跡記念館一階｡
プログラム :2つのソナタ(スカルラッティ),ソナタ ･ハ単調 Kv.457

































242 経 営 と 経 済
Ⅴ)残りの2つの回答項目は,この ｢企業メセナ｣の試みとこのリサ
イタルに関する感想を聞くものなので,今回はそれぞれ様々な意見
があったが極めて好意的意見が多かったことのみを報告するに止め
る｡
分析 :i)｢企業メセナ｣という言葉をほとんど知らない人が圧倒的に多い
が,長崎においても企業が文化芸術に何らかの貢献をしている,と
いう認識は広まっているようである｡
i)企業がメセナ活動をすべきであるという意見も圧倒的に多いが,
政府や民間団体が芸術文化向上の主体となるべきであるという意見
も多く,はば3分されている｡これは,市民のバランス感覚が働い
たとも考えることが出来る｡
ii)著者の感覚では,長崎県における企業メセナ活動は決して少ない
とは言えず,むしろ良くやっている方ではないかと思われる｡しか
し,市民への認知度や浸透度は浅･いようで,｢企業メセナ｣という
言葉はともかく,企業は市民に強 くアピールする効果的で特徴的な
メセナ活動を真剣に検討すべきではないか,と感じた｡
自己評価 :席が満杯となり聴衆の確保については一応合格と言っていいだろ
う.1)2)3)の一連のコンサートを聴いた人たちも来ていたよう
であるし,メディアによって知った人も多かったようである｡演奏
内容も気迫に満ち,圧倒されるような熱演であった｡最後の大童の
挨拶を聴いて主催者として感に堪えず,不覚にも戻してしまった｡
今までの苦労が報われた瞬間であった｡(主催者のコメント)
4一おわりに (総括)
このような ｢メセナ｣活動は初めての体験だったので,はじめに述べた理
由などもありその過程は迷路を歩き回るような試行錯誤の連続であった｡し
実験的メセナの実施報告 243
かし,それ故にこそ,得られた成果も重みのあるものであった｡今回の2つ
目標は ｢極めて｣ とは言わないとしても,それなりに達成できたのではない
かと思われる｡大学評価の用法でいえば ｢おおむね達成できた｣に相当する
であろう｡この活動は ｢メセナ｣の実験的試みとして,これからも目的や趣
向を変えて続けていきたいと考えている｡なお,集客に関しては,マスメデ
ィアが圧倒的な影響力を持っていることを実感した｡
演奏者の総括 :今回は4回にわたり,様々な形での演奏会をさせていただき,
本当に私自身にとっても素晴らしい経験となりました｡中学生のとき
に遠藤周作氏の 『沈黙』に魂を揺さぶられて以来,ずっと長崎は憧れ
の地であったと同時に,西洋音楽が入ってきた衝でもあり,思い入れ
深い長崎でこのような演奏会を開催していただけたことは,本当に幸
せでした｡ 4回の演奏会を通じ,たとえ同じプログラムでも,場所に
よって,雰囲気によって求められる演奏も変わってくる,ということ
を実感しました｡しかしながら,どんな状況においても共通なのは,
聴いて下さる方々との音楽を通じてのコミュニケーションなのだ,と
いうことであり,また,演奏会を支えるのは演奏者と聴衆だけでなく,
企画,構成をしてくださる方,資金を提供してくださる方のご尽力な
くしては成 り立たないものだ,ということも痛感しました｡私自身の
演奏家としてのあり方に大きな影響を与えられたこの機会を頂いたこ
とに,感謝の気持ちで一杯です｡
この報告書を終えるに当たり,立石長崎県副知事をはじめたくさんの方々
にご尽力をいただき,大きな励みとなった｡いちいち個人名を挙げることは
差し控えさせて頂 くが,この方々のご支援がなければ,このような ｢メセナ｣
活動は実行し得なかったであろう｡ここに,関係者に深 く感謝したい(1)0
荏
(1)本メセナの実施あたって本研究会が直接に出費した経費は,出演料,旅費,滞在費,調
律費,チラシ印刷費など概算で30万円であった｡
